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業務効率化を推し進める理由

① 教職のブラック化 & 民間のホワイト化

② 優秀な人材の民間流出

③ 低下し続ける教員採用試験倍率

④ 教育サービスの質の低下

⑤ 子ども達へシワ寄せが行く



「決められた時間」で
「どれだけの成果が出せるか」

ROE (Return On Equity)の考え方
⇒「自己資本利益率」

投下された資本に対してどれだけ効率的
に利益を上げられているか

利益100万

元手10万

利益100万

元手50万



Do more with less

限られた時間の中で

より多くの成果を残す



業務効率化「３つ」のアプローチ

A) 生徒を自律させる

B) 自分を効率化する

C) 環境をととのえる



A)-① AI添削で勝手に上達

⚫ 「生徒自身」がAIを使って自

分の英作文を添削する

⚫ 教員の負担軽減

⚫ 生徒にAIの使い方を学ばせる



AI添削活動のプロセス

① テストの課題を発表
② 課題に対する作文を自分で準備

⇒AIを使って英文を準備しても良い

③ 覚える
⇒正しい英文を記憶して英語力向上を狙う

④ 授業で１５分でテスト
⑤ 教師がルーブリックで評価
⑥ 返却されたものをAIで添削
⑦ AIのアドバイスを読んで反省をロイロ

ノートで提出



テストの課題を発表

「もし日本語と同じように英語が自由に話
せるとしたら、何に挑戦したいですか？そ
の理由とその挑戦がどのように自分を変え
るのかについて、40語以上の英語で述べ
なさい。」



活動のプロセス

① テストの課題を発表
② 課題に対する作文を自分で準備

⇒AIを使って英文を準備しても良い

③ 覚える
⇒正しい英文を記憶して英語力向上を狙う

④ 授業で１５分でテスト
⑤ 教師がルーブリックで評価
⑥ 返却されたものをAIで添削
⑦ AIのアドバイスを読んで反省をロイロ

ノートで提出



テスト用紙の
サンプル

文章量のカウント
をしやすいように、
マス目に１語ずつ
書くように指示。
(改行はしない）

採点用ルーブリック



活動のプロセス

① テストの課題を発表
② 課題に対する作文を自分で準備

⇒AIを使って英文を準備しても良い

③ 覚える
⇒正しい英文を記憶して英語力向上を狙う

④ 授業で１５分でテスト
⑤ 教師がルーブリックで評価
⑥ 返却されたものをAIで添削
⑦ AIのアドバイスを読んで反省をロイロ

ノートで提出



評価基準①

★文章量
0点 40語未満（※評価項目②と③も0点、④は1点）
1点 40語以上
3点 80語以上
5点 120語以上

★内容
0点 言いたいことが読み取れない
1点 「理由」も「どう自分を変えるか」も不明瞭
3点 「理由」と「どう自分を変えるか」のうち、

どちらかが不明瞭
5点 「理由」と「どう自分を変えるか」の両方が

しっかり書けている



評価基準②

★文法・スペルなど
0点 言いたいことが読み取れない
1点 ミスが多く、読解に難がある
3点 ミスはあるが何とか読むことができる
5点 ほとんどミスが無く、とても読みやすい

★表現
1点 稚拙な表現にとどまっている
3点 習った文法・表現を使おうとする努力が見える
5点 様々な文法・用語を使用しており、

表現に多様性がある



生徒のサンプル



活動のプロセス

① テストの課題を発表
② 課題に対する作文を自分で準備

⇒AIを使って英文を準備しても良い

③ 覚える
⇒正しい英文を記憶して英語力向上を狙う

④ 授業で１５分でテスト
⑤ 教師がルーブリックで評価
⑥ 返却されたものをAIで添削
⑦ AIのアドバイスを読んで反省をロイロ

ノートで提出



生成AIに入力するプロンプト



生徒のサンプル

If I can speak, I would like to enjoy reading 

English books, watching English movies and 

singing English songs. I will be able to 

understand different culture for them. It also I 

can learn more English words so, I speak 

English better. Speaking English better is 

good for me because I can choose a lot of 

jods future and I can go to travel for some 

countries.



AIの添削



AIの添削①



AIの添削②



AIの添削③



AIの添削④



AIの添削⑤



生徒の振り返り



活動のアップデート



95%以上の精度でか
なり判別が難しい文字
も正確にテキスト化で
きている。

ただし、スペルミスに
ついては、「直すな」
と指示しても直してし
まう傾向にある。



生徒アンケート



生徒アンケート



生徒アンケート



生徒アンケート



生徒アンケート



生徒アンケート



生徒アンケート



生徒アンケート



生徒アンケート



生徒アンケート



生徒アンケート



生徒アンケート



生徒アンケート



生徒アンケート



生徒アンケート



生徒アンケート



生徒アンケート

• AIだから質問しやすいし先生に個人で説明してもらっても分からない
時があっても分かりましたとしか言いづらいけど何回でもわかるまで聞
けるからとても良いし今後も活用していきたいです

• このテスト以降学習目的でChatGPTの使用率が上がった。使い方に
よってはとても便利なAIだと思う。

• いつでもすぐに自分の英作文の何がいけなかったのかがわかるので他の
時間を有効活用したり自分のミスに対する考えが深まったのでとても良
かった。

• チャットGPTは先生というよりもお友達感覚で教えてくれて楽しかっ
たです！すごく優しくて棘のないマシュマロ言葉で教えてくれたのでモ
チベーションも下がらずに勉強できました！





A) - ② その他のAI活用の例

⚫ 勉強計画を立てる

⚫ 志望理由書を添削する



業務効率化「３つ」のアプローチ

A) 生徒を自律させる

B) 自分を効率化する

C) 環境をととのえる



B) - ① Notion 活用術

とは？

⇒メモ・資料・タスク・データ
ベースを一つにまとめて整理でき
る情報管理ツール。
同系統のツールでは世界標準にな
りつつある。



B) - ① Notion 活用術

• 授業記録（進度管理）

• 授業計画（教材研究）

• 英語の活動管理

• クラス管理

• 資料管理



B) - ② AIのショートカット機能

ChatGPTの場合
⇒「設定」

⇒「パーソナライズ」
⇒「カスタム指示」

Geminiの場合
⇒「パーソナライズ設定」

⇒「Geminiへのカスタム指示」



B) - ③ To Do アプリ活用術

To Doアプリを使うメリット

• 「思い出す」無駄を減らせる

• 脳のワーキングメモリを全て目
の前の作業に使用できる

• 達成感に繋がる



B) - ④ 定期テストの作成＆採点

• 「成果」を保ちつつ「作業」を
減らす

• 作業は「分業制」にする

• 「百問繚乱」のマスキング機能
を使う



2年2学期 中間考査解答用紙



2年2学期 期末考査解答用紙



教員で作業を分担する

A

A

AB

B

B

C





業務効率化「３つ」のアプローチ

A) 生徒を自律させる

B) 自分を効率化する

C) 環境をととのえる



C) - ① 「紙」を減らす

・単語テスト「mikan」

・構文テスト「森のテスト」

・資料共有「ロイロノート」

※Google Form等は単発なら良いが、継続的にやる
には専用サービスより手間がかかるので非推奨



C) - ② 指導をアウトソーシング

・音読指導「リピートーク」

・ライティング指導
「スマートコレクション」

・スピーキング指導
「スピーキングプラス」



ところで、お金は・・・？

• mikan ⇒約 3,600 円

• 森のテスト ⇒約 700 円

• リピートーク ⇒約 3,300 円

• スマコレ(5回) ⇒約 2,300 円

• スピプラ(5回) ⇒約 4,400 円

合計 14,300 円



大事なのは、

価格じゃなくて価値



C) - ③ 電話連絡を減らす



番外編
～1分、2分を削りだす～

A) マルチディスプレイ

B) テンキーレスキーボード

C) 覚えるべきショートカット



キーボードはテンキーレスにする



テンキーは使う時だけ出す



覚えるべきキーボードショートカット

基本的人権レベル
• Ctrl + C コピー
• Ctrl + V 貼り付け
• Ctrl + X 切り取り
• Ctrl + Z 直前の動作の取り消し
• Ctrl + Y   やり直し（Ctrl + Zで取り消した操作をもう一度実行して元に戻す)

使えると業務効率化に有効
• Ctrl + B Wordで文字を太字にできる
• Ctrl + I Wordで文字をイタリック(斜め)にできる
• Ctrl + U Wordで文字の下にアンダーラインを引ける
• Ctrl + Shift + > / < Wordでフォントサイズの変更ができる。必須
• Ctrl + P 印刷時に一気に印刷画面に飛べる
• Ctrl + F ExcelやWordでキーワード検索をするときに必須（生徒名など）
• Ctrl + S 上書き保存
• F12 名前を付けて保存。試しに使ってみてください。神が降臨します
• F２ ファイルの名前変更
• Win + Tab タスクビュー表示。開いているアプリを一覧表示
• Win + D アプリを全て最小化してデスクトップを表示
• Win + ↑/→/←/↓ ウィンドウの移動
• Ctrl + マウスホイール ズーム（拡大/縮小）。ブラウザ、Word、Excel等



おわりに

• 業務効率化は生徒のため

• 業務効率化は自分のため


